
まちのお金の使いみち
国の交付金事業の事後評価を実施しています
地域４保育所で給食提供が開始されました 
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　平成 22 年度鹿追町歳入歳出決算（平成 22 年４月から平成 23 年３月）がまとまり、
９月に行われた鹿追町定例会で承認されました。

総額で 90 億 4,046 万円で、前年度と比較すると約 9,427 万円の増
　平成22年度鹿追町の決算額については、一般会計、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、
簡易水道会計、下水道特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、病院会計の歳出
総額で90億4,046万円で、前年度と比較すると約9,427万円の増となりました。

実質的な借金は約 28 億５千万円
　鹿追町の財政状況は、健全性を保っており、町債（借金）は特別会計も含めて平成16年には
100億円を超えていましたが、今年度末には84億円まで減少する見込みです。この84億円につい
ても、交付税で措置される分を除いた実質的な借金は約28億５千万円となります。
　一般会計の決算は、歳入総額69億1,721万円、歳出総額64億7,591万円で、差し引きは４億4,130
万円となり、そのうち翌年度（平成23年度）に繰り越す財源の6,638万円を差し引いた３億7,492
万円の繰り越しとなりました。

特  集　平成 22 年度鹿追町歳入歳出決算

まちのお金の使いみち

一般会計の決算
歳入総額　69 億 1,721 万円　   歳出総額　64 億 7,591 万円
差し引き　４億 4,130 万円
翌年度（平成 23 年度）に繰り越す財源 6,638 万円を差し引いた
３億 7,492 万円の繰り越し

会計別決算状況 町  債  残  高

町税
7 億 4,173 万円 使用料及び手数料

4 億 884 万円

繰入金
6,848 万円

譲与税・交付金
3 億 907 万円

地方交付税
28 億 5,441 万円

国・道支出金
14 億 7,255 万円

その他
5 億 8,360 万円町債

4 億 7,853 万円

人件費
12 億 5,119 万円

普通建設事業費
14 億 4,018 万円

公債費
7 億 1,650 万円

物件費
9 億 7,262 万円

補助費
8 億 4,762 万円

操出金
3 億 1,885 万円

積立金
5 億 2,878 万円

扶助費
2 億 2,660 万円

その他
1 億 7,357 万円

平成 22 年度　一般会計決算の状況

まちのお金の使いみち

●一般会計

歳入総額
69 億 1,721 万円

歳出総額
64 億 7,591 万円

69 億 1,721 万円　　　　　64 億 7,591 万円
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■ 
一
般
会
計

歳
入
決
算
の
概
要

　

歳
入
を
見
る
と
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税

の
決
算
額
は
、
前
年
度
に
比
べ
１
１
７
４
万

円
増
の
７
億
４
１
７
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
内
訳
で
は
、
町
民
税
、
固
定
資
産
税
で

１
２
７
８
万
円
増
え
た
も
の
の
、
た
ば
こ
税
、

入
湯
税
が
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
軽
自
動
車
税

は
横
ば
い
の
決
算
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、徴
収
率
（
全
体
）
に
つ
い
て
は
、０
・

１
ポ
イ
ン
ト
下
降
し
た
も
の
の
99
・
０
％
と

高
い
徴
収
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

納
税
者
負
担
の
原
則
か
ら
も
滞
納
繰
越
分
を

含
め
、
確
実
に
徴
収
す
る
よ
う
今
後
も
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
歳
入
の
41
・
３
％
を
占
め
て
い
る

地
方
交
付
税
が
１
億
３
７
０
４
万
円
増
の

28
億
５
４
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
、
雇
用
機
会
の
創
出
や
、
地
域
の
資
源

を
活
用
し
た
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
と

と
も
に
、
子
育
て
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
な

ど
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
創
設
さ
れ

た
「
雇
用
対
策
・
地
域
資
源
活
用
臨
時
特
例

費
」
を
は
じ
め
、
既
定
の
加
算
と
は
別
枠
に

お
い
て
１
・
１
兆
円
増
額
さ
れ
た
な
ど
の
要

因
が
あ
り
ま
す
。

歳
出
決
算
の
概
要

　

平
成
22
年
度
決
算
に
よ
る
事
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

●
総
務
費

【
無
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
】

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
に
つ
い
て
国

の
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
及
び
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
無
線
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
（
Ｆ
Ｗ
Ａ
）
方
式
に
よ
る
高
速
無
線
通
信

網
を
整
備
し
、
農
村
地
域
に
お
い
て
も
快
適

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
地
域
間
の
情
報
格
差
を
是
正
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

【
第
６
期
鹿
追
町
総
合
計
画
の
策
定
】

　

平
成
23
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と

す
る
「
第
６
期
鹿
追
町
総
合
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
鹿
追
町

総
合
計
画
審
議
会
、
策
定
会
議
、
各
専
門
部

会
、
各
分
科
会
で
総
勢
約
１
２
０
人
の
町
民

皆
さ
ま
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更

に
小
学
５
年
生
以
上
の
全
町
民
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
を
い
た
だ
き
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
財
政
課
）

【
鹿
追
町
・
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町
姉

妹
提
携　

周
年
】

　

平
成
22
年
度
は
、
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町

姉
妹
提
携
25
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
５
月
に
25
周
年
記
念
訪
問
団
27
人

の
受
け
入
れ
や
記
念
式
典
お
よ
び
祝
賀
会
を

開
催
し
、
ま
た
、
７
月
に
は
12
人
の
記
念
訪

問
団
派
遣
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
く
の
町
民

交
流
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ
く
り
に
大
き

く
貢
献
す
る
他
に
類
を
見
な
い
交
流
と
し
て

評
価
さ
れ
「
第
４
回
姉
妹
自
治
体
交
流
表
彰
」

に
お
い
て
「
総
務
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
財
政
課
）

【
開
町　

年
記
念
事
業
】

　

大
正
10
年
４
月
、
当
時
の
音
更
村
よ
り
分

村
し
て
90
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
先
駆

者
の
労
苦
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
町
勢
発
展
を

祈
念
し
、
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

記
念
事
業
と
し
て
記
念
式
典
（
兼
ス
ト
ニ

ィ
プ
レ
イ
ン
町
姉
妹
提
携
25
周
年
記
念
式

典
）
の
ほ
か
、
町
民
大
花
火
大
会
＆
音
楽
祭
、

札
幌
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー
ト
、
記
念
講
演
会

な
ど
の
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。（
総
務
課
）

【
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
】

　

６
月
に
戸
籍
事
務
の
電
算
化
を
管
内
で
６

番
目
に
実
施
、
８
月
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
発
券

業
務
を
管
内
で
３
番
目
に
実
施
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
課
）

●
民
生
費

　

町
の
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
思
い
や
り
の

心
豊
か
な
社
会
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、

子
育
て
支
援
、
障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福

祉
な
ど
の
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
し
た
。
平

成
21
年
度
に
着
手
し
て
い
た
医
療
機
関
連
携

型
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
と
高
齢
者
専
用

住
宅
が
完
成
し
、
高
齢
者
が
地
域
の
中
で
安

全
か
つ
快
適
な
在
宅
生
活
が
継
続
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

●
衛
生
費

【
健
康
診
査
お
よ
び
感
染
症
予
防
】

　

子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
対
策
と
し
て
、
町
内
に

在
住
す
る
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生

相
当
の
女
子
全
員
を
対
象
と
し
た
、
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
か
か
る
費
用
の
全
額

を
公
費
負
担
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
１
９
１
人
の
う
ち
１
６
０
人
が
接

種
し
て
お
り
、
接
種
率
は
84
％
に
達
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
接
種
を
と
お
し
て
子
宮
頸
が
ん
を
予

防
し
、
将
来
に
お
け
る
少
子
化
対
策
、
更
に

は
医
療
費
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

【
へ
き
地
保
健
対
策
】

　

町
内
一
円
患
者
輸
送
バ
ス
の
運
行
に
よ

り
、
地
域
に
暮
ら
す
患
者
さ
ん
、
高
齢
者
の

方
々
が
安
心
し
て
地
域
に
住
み
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
バ
ス
の
運
行
に
よ
り
、
町
民
活

動
の
域
を
広
げ
て
、
よ
り
活
発
な
活
動
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
水
道
課
）

【
直
営
に
よ
る
き
め
細
か
な
対
応
】

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
７
月
よ
り
直

営
化
し
、
き
め
細
か
な
分
別
対
応
の
実
施
と

シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
導
入
に
よ
り
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
再
生
利
用
施
設
（
ひ
ま
わ
り
セ
ン

タ
ー
）
の
パ
ッ
カ
ー
車
の
更
新
に
よ
り
、
廃

棄
物
の
収
集
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
民
課
）

●
農
林
費

　

主
要
事
業
と
し
て
は
、
強
い
農
業
づ
く
り

交
付
金
事
業
に
よ
り
農
業
者
が
整
備
す
る
機

械
、
畜
舎
や
農
協
が
事
業
主
体
の
馬
鈴
し
ょ

増
産
に
向
け
た
玉
区
分
施
設
整
備
に
対
し
て

補
助
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
営
牧
場
で
は
計
画
的
な
施
設
整
備
に
よ

り
パ
ド
ッ
ク
整
備
を
行
い
、
生
乳
出
荷
10
万

ト
ン
を
突
破
し
た
酪
農
を
下
支
え
す
る
育
成

牛
の
飼
養
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
営
、
道
営
事
業
に
よ
り
農
業
農

村
基
盤
整
備
を
実
施
し
、
生
産
性
・
利
便
性

の
向
上
を
図
り
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
に
よ
り
地
域
活
動
の
支
援
を
計

画
に
沿
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

稼
動
４
年
目
と
な
り
ま
す
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ふ
ん
尿
処
理
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
発
電
、
消
化
液
散
布
を
順
調
に
行
っ

て
お
り
、
森
林
整
備
加
速
化
・
林
業
再
生
事

業
に
よ
り
敷
地
内
に
研
修
棟
を
整
備
し
ま
し

た
。

　

産
業
後
継
者
対
策
で
は
、
10
人
の
産
業
研

修
生
の
受
け
入
れ
、
01
農
業
塾
で
の
後
継

者
の
経
営
者
と
し
て
の
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
振
興
課
）

　

ま
た
、
営
農
規
模
拡
大
に
よ
る
機
械
の
大

型
化
、
生
産
物
輸
送
の
効
率
化
な
ど
を
図
る

た
め
、
幹
線
道
路
の
整
備
改
修
、
農
村
環
境

改
善
の
た
め
周
辺
道
路
の
防
塵
処
理
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
建
設
水
道
課
）

●
商
工
費

　

観
光
客
で
経
済
効
果
を
高
め
る
た
め
に
、

鹿
追
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
積
極
的
に
図
り
、
来
町
動
機
を
高
め
て

い
ま
す
。
来
訪
者
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
で
、

地
域
経
済
を
支
え
る
柱
で
あ
る
商
工
業
の
振

興
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
で
す
。

　

商
工
業
の
振
興
は
、
地
域
に
お
け
る
雇
用

の
安
定
と
拡
大
、
そ
し
て
町
民
所
得
の
向
上

を
図
る
上
で
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
ち

ま
す
。
民
間
の
努
力
や
工
夫
に
光
を
当
て
る

な
ど
企
業
支
援
や
連
携
で
地
域
経
済
の
安
定

を
図
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

●
土
木
費

　

町
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
維
持
す
る

た
め
、
道
路
、
橋
、
河
川
、
公
園
、
住
宅
の

維
持
管
理
を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。
既
存
の

老
朽
化
に
伴
う
改
修
が
中
心
で
、
継
続
事
業

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
に
関
し
て
は
住
生
活
基
本
計
画
・
公

営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
を
実
施
、

今
後
そ
の
計
画
を
基
に
住
宅
政
策
の
展
開
を

図
り
ま
す
。

まちのお金の使いみち

町税の推移

地方交付税の推移

25

90
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ま
た
、
新
た
に
農
芸
公
園
の
造
成
工
事
が

一
部
完
成
し
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ

う
維
持
管
理
の
充
実
と
更
な
る
前
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。（
建
設
水
道
課
）

●
消
防
費

【
消
防
費
「
人
の
ち
か
ら
」】

　

災
害
等
発
生
時
の
即
応
性
を
重
点
に
、
整

備
計
画
を
推
進
し
て
い
る
途
上
で
す
が
、
町

民
の
消
防
に
対
す
る
期
待
は
未
だ
に
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
機
械
器
具
な
ど
の
更
新
に
よ

り
機
能
性
や
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

必
要
で
す
が
、
使
い
こ
な
す
の
は
署
員
・
団

員
な
ど
「
人
の
ち
か
ら
」
で
す
。

　

個
人
の
力
や
特
徴
を
つ
か
み
、
必
要
な
訓

練
・
研
修
を
実
施
し
て
才
能
を
充
分
に
発
揮

で
き
る
組
織
と
し
て
更
な
る
躍
進
を
遂
げ
る

所
存
で
す
が
、
組
織
を
盤
石
に
す
る
た
め
に

は
「
町
民
（
人
）
の
ち
か
ら
」
が
最
も
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
全
町
民
に
向
け
て
常
に
安

全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
署
）

●
教
育
費

　

本
町
は
、
文
部
科
学
省
研
究
開
発
指
定
校

に
よ
り
小
中
高
一
貫
教
育
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
「
カ
ナ
ダ
学
」（
英
語
）
３
期
目
の
２
年
目

（
通
算
８
年
目
）、「
地
球
学
」（
環
境
）
の
２

年
目
に
当
た
り
、
全
国
で
２
教
科
の
指
定
を

受
け
て
い
る
唯
一
の
地
域
で
す
。

　
「
カ
ナ
ダ
学
」
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
意
欲
の
一
層
の
向
上
を
目
指
す
取
り

組
み
を
継
続
し
、「
地
球
学
」
で
は
環
境
リ
テ

ラ
シ
ー
の
育
成
を
目
標
に
第
１
年
次
の
評
価

に
基
づ
く
実
践
的
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
瓜
幕
小
学
校
と
鹿
追
中
学
校
の
耐

震
改
修
・
太
陽
光
発
電
設
置
工
事
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
整
備
と
環
境
意
識
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　

通
学
バ
ス
の
安
全
か
つ
正
確
な
運
行
お
よ

び
直
営
に
よ
る
細
や
か
な
柔
軟
性
に
富
む
運

行
で
学
校
行
事
な
ど
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
水
道
課
）

　

生
涯
学
習
は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
学
ん
だ
こ
と

が
総
合
的
に
評
価
し
合
う
社
会
の
構
築
を
目

標
に
、
学
習
機
会
の
創
出
と
自
主
活
動
の
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　

神
田
日
勝
記
念
美
術
館
で
は
、
友
の
会
の

協
力
を
得
て
蕪
懇
祭
や
各
種
展
覧
会
を
実
施

し
、
道
内
外
に
情
報
発
信
を
図
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
入
場
者
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
「
知
の
拠
点
」
で
あ

る
図
書
館
は
、
多
く
の
町
民
に
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
、
今
後
も
更
な
る
読
書
活
動
の
活

発
化
に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
は
密
接
な
関
わ
り
を
持

ち
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
町
民
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
施
設
の
提
供
と
各
種
ス

ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
文
化
団
体
や
地
域
の
活

動
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
醸
成

や
、
青
年
の
自
己
研
さ
ん
活
動
に
加
え
て
実

施
す
る
子
ど
も
た
ち
と
の
異
世
代
交
流
な
ど

は
、
地
域
社
会
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て

お
り
、
今
後
、
若
い
世
代
の
住
民
の
社
会
へ

の
関
わ
り
を
増
や
す
よ
う
努
め
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

■ 

特
別
会
計

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
は
、
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

１
人
当
た
り
の
費
用
額
で
は
前
年
対
比
で

11
・
７
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

保
険
税
の
収
納
率
（
現
年
度
分
）
は
99
・

01
％
で
、
前
年
よ
り
0
・
13
ポ
イ
ン
ト
低
下

し
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
に
つ
き
ま
し
て
は

20
・
62
％
で
あ
り
、
目
標
値
を
下
回
っ
て
い

る
た
め
、
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
よ
り
一

層
努
力
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

　

老
人
保
健
制
度
に
つ
い
て
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
創
設
（
平
成
20
年
）
に
伴
い

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
庫
負
担
金
な
ど
の

清
算
事
務
の
た
め
、
老
人
保
健
特
別
会
計
を

存
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　
（
福
祉
課
）

【
簡
易
水
道
事
業
】

　

安
全
で
安
心
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に
、

老
朽
施
設
の
修
繕
お
よ
び
法
令
順
守
に
よ
る

水
質
検
査
の
実
施
、
水
道
検
満
メ
ー
タ
ー
の

定
期
更
新
の
実
施
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
畑
地
か
ん
が
い
用
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
ま
で
の
計
画
で
瓜

幕
川
用
水
施
設
の
井
戸
増
設
お
よ
び
機
能
更

新
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
建
設
水
道
課
）

【
下
水
道
事
業
】

　

町
内
ど
こ
に
住
ん
で
も
文
化
的
な
生
活
を

送
れ
る
よ
う
、
下
水
道
設
備
の
行
き
届
か
な

い
区
域
に
は
個
別
合
併
浄
化
槽
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年
度
は
７
件
の
設

置
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
洗
化
率
91
％
は
郡
部
町
村
と
し
て
は
高

い
方
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の

町
民
に
快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
今
後
も
制
度
の
継
続
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
住
民
生
活
に
支
障
を
来
さ
ぬ
よ
う
、
管

路
・
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

発
生
す
る
下
水
道
汚
泥
に
関
し
て
は
、
環

境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
堆
肥
と
し
て
処
理
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
有
効
な
資
源
と
し
て
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
（
建
設
水
道
課
）

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

　

平
成
21
年
度
に
行
わ
れ
た
介
護
報
酬
の
改

定
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
単
価
が
約
３
％
増
）
に

よ
り
、
介
護
給
付
費
が
前
年
度
と
比
較
し
て

約
２
・
８
％
増
加
し
、
約
３
億
６
千
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
収
納
率
は
、
文
面
で
の

納
入
依
頼
や
訪
問
徴
収
を
実
施
し
た
結
果
、

平
成
21
年
度
の
99
・
52
％
を
上
回
り
、
99
・

71
％
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
（
福
祉
課
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

平
成
20
年
度
に
導
入
さ
れ
た
「
高
額
医
療
・

介
護
合
算
療
養
費
」
に
つ
い
て
は
、
対
象
者

34
件
の
申
請
受
付
を
行
い
、
北
海
道
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
に
進
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
険
料
の
収
納
率
に
つ
い
て
は
、

文
面
で
の
納
入
依
頼
や
訪
問
徴
収
・
分
納
処

理
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度

の
99
・
83
％
に
は
及
ば
ず
、
99
・
66
％
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

まちのお金の使いみち

※ 上記は一般会計部分で、他に備荒基金、特別会計基金が平成 22 年度末で 1 億 9,789 万円あります。

基 金（ 貯 金 ）推 移
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まちのお金の使いみち

　町では、平成 19 年度から平成 23 年度までを期間とする都市再生
整備計画「瓜幕市街地地区」を策定し、国の社会資本整備総合交付
金を受けて「うりまく夢創造館」や「瓜幕駅舎記念広場」の整備、「町
道の整備」など、計画に沿った事業を進めてきました。
　本年度が事業期間の最終年度であることから、町では「事後評価」
を実施しており、平成23年10月６日に外部評価委員で構成される「第
1 回鹿追町都市再生整備計画事後評価委員会」を開催しました。
　事後評価の実施にあたり、今後、事後評価原案を公表し、町民皆
さまのご意見をお伺いすることとしています。

□瓜幕市街地地区都市再生整備計画の主な事業

  瓜幕駅舎記念広場整備事業（平成 22 年～ 23 年度）

　瓜幕地域の「花と芝生のまちづくり」の拠点整備や地域住民の

憩いの場、子どもの遊び場の確保のために、広場部分の用地を取

得し、広場の整備を行いました。キャッチボールができるような

広場、そり滑りができるような築山、休憩所などを整備していま

す。（写真は完成予想図）

  うりまく夢創造館整備事業（平成 19 年～ 20 年度）

　瓜幕地域で「ものづくり」に取り組み、地域の産業を興してい

くことで地域の活性化を図ることを目的に、旧瓜幕老人憩いの家

の改修を行いました。木工品を中心に小中学生の自由研究課題教

室や大人向けの製作教室などが行われています。毎週、木曜日か

ら土曜日の３日間で利用ができます。

  瓜幕東仲通り整備事業（平成 20 年～ 21 年度）

　地域の方の快適性や安全性を確保するために、舗装の再整備や、

砂利道の区間の解消を行いました。事業の結果、道路が南北に貫

通し、利便性も向上しています。

□事後評価原案の意見募集期間
　平成23年11月14日（月）から２週間程度を予定しています。

□事後評価原案の公表場所
　町ホームページ、役場企画財政課、役場瓜幕支所

国の交付金事業（社会資本整備総合交付金）
の事後評価を実施しています

企画財政課 企画開発係
☎ 66-4032

事後評価委員会の様子

○ 

財
政
健
全
判
断
比
率
な
ど
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
財
政
健
全
化
法
）」
に
基
づ
き
、
財
政
状
況
を
算
定

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
国
の
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基
準
が
あ
り
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
で
も
満
た
し
て
い
な
い

と
、
財
政
活
動
の
制
限
を
受
け
ま
す
。

① 一般会計の収支状況を表す

実質赤字比率 22年度決算 21年度決算 早期健全化基準

ー ％ ー ％ 15.0 ％

算出方法
　　　　　　一般会計の赤字額　　　　　　

標準的な一般財源の年間収入

一般会計の収支状況を表し、数値が高いほど悪化していることを意味しま
す。平成22年度決算では赤字が発生していません。

② 鹿追町全体の収支状況をを表す

連結実質赤字比率 22年度決算 21年度決算 早期健全化基準

ー ％ ー ％ 20.0 ％

算出方法
　　一般会計および特別会計の赤字額　　

標準的な一般財源の年間収入

鹿追町全体の収支状況を表す指標です。実質赤字比率同様、平成22年度
決算では赤字は発生していません。

③ 町の借入金返済の状況を表す

実質公債費比率 22年度決算 21年度決算 早期健全化基準

8.2 9.0 25.0 ％

算出方法
　　　借入金の定期償還にあたる金額　　　

標準的な一般財源の年間収入

借入金の返済額が年間収入に占める割合を表します。この数値が18％を
超えると町債の発行が制限されます。

④ 将来にわたって見込まれる負担を表す

将来負担比率 22年度決算 21年度決算 早期健全化基準

22.1 46.9 350.0 ％

算出方法
　町債残高＋ごみ処理負担金・職員退職金などの将来負担見込額　

標準的な一般財源の年間収入

鹿追町が将来にわたって負担しなければならない残高の程度を指標化した
ものです。

⑤ 資金不足率についても、病院会計、簡易水道会計、下水道会計でそれぞれ資金不足は発生していません。
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鹿
小
３
年
生
が
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
事
現
場
を
見
学

　
　
　
　
　
　

  

帯
広
開
発
建
設
部　

鹿
追
地
域
農
業
開
発
事
業
所

　

10
月
12
日
、
鹿
追
小
学
校
３
年
生
が
国
営
農
地
再
編
事
業
を
実
施

し
て
い
る
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

見
学
前
に
学
校
で
国
営
事
業
の
説
明
な
ど
を
受
け
、
バ
ス
で
い
ざ

工
事
現
場
へ
。
現
場
で
は
安
全
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
工

事
担
当
者
か
ら
重
機
（
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
）
や
排
水
路
に
近
づ
か
な
い

な
ど
の
注
意
事
項
を
聞
き
、
作
業
現
場
を
見
学
。
重
機
を
使
用
し
た

除
礫
作
業
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
器
械
（
光
波
測
距
儀
）
を
使
っ
た
距
離
当
て
や
重
機
の

力
自
慢
（
吊
り
上
げ
実
演
）、
重
機
の
運
転
席
に
座
り
記
念
写
真
を
撮

影
。
最
後
に
工
事
中
の
排
水
路
に
入
り
、
落
ち
た
と
き
の
危
険
性
な

ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
晴
天
の
中
、
無
事
に
現
場
見
学
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

見
学
会
を
開
催
し
て
い
る
帯
広
開
発
建
設
部
鹿
追
事
業
所
で
は
、

昨
年
度
か
ら
こ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
町
内

の
小
学
生
を
対
象
に
継
続
し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
来
年
は
ど
こ
の
小
学
校
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

学校内での学習風景

排水路内での危険度体験

通明保育所

笹川保育所

瓜幕保育所

上幌内保育所

地域４保育所で給食提供が開始されました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉課  保育係

　以前より地域保護者から要望がありました町内の笹川、上幌
内、瓜幕、通明、各地域保育所での給食提供が 10 月３日から開
始されました。

学校給食共同調理場で調理された給食が、各小学校への給食配送

と合わせて隣接する保育所へ届けられます。各保育所には、食器洗

浄乾燥機と食器消毒保管庫をそれぞれ設置することで、衛生面に配

慮しています。

給食対象児は３歳児以上で、アレルギーなど特別な事情を除き完

全実施し、１・２歳児は保護者の希望により提供しています。

10 月の１カ月間は試行期間として、問題点が無いか確認しながら

保護者の意見も聞きつつ実施し、11 月からは本実施となります。

給食が始まってから、子どもたちは献立を保育士に教えてもらい

ながら「今日はハンバーグだ

ね」と楽しみにしたり、年長

さんは進んで準備も手伝い、

みんなそろって「おいしいね」

と喜んで食べています。

中にはお代わりをする子も

いて、子どもたちや保護者か

らも好評を得ています。

入居者の さらなる安心・安全を目指して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿追消防署、もみじの里、しゃくなげ荘

　鹿追消防署では９月９日（救急の日）・同 16 日に、町内で救急需
要の多い高齢者福祉施設で救急ワークショップを開催しました。関
係協力機関として、老人介護保健施設もみじの里と特別養護老人ホ
ームしゃくなげ荘の看護・介護スタッフ総勢 22 人が参加しました。
　救急ワークショップは今回が初の試みで、両施設の平面図を用い
て、施設内での傷病者の発生から 119 番通報、救急隊到着までの処
置の現状や、過去に経験した救急搬送事例の問題点や素朴な疑問を
意見交換し、相互理解を深めました。

● 施設内で不特定多数が出入りする場所、時間帯の確認
　入居者が生活している施設内のリハビリ室や食堂など利用率が高
く、入居者の容体変化に伴う救急要請の可能性が高いことから、参加
者は主な発生場所と多く利用される時間帯を確認しました。

● スタッフの勤務状況に合わせた看護・介護体制の確認
　利用者の身の回りの世話や実際に看護介護を行うスタッフも勤務時
間帯はバラバラです。今回は、日中帯・夜間帯の異なる時間帯に発生
した緊急時には、実際にどのようなシステムで対応しているのか、施
設内のどこの電話機から119番通報しているのかなど緊急体制のシミ
ュレーションをしました。

● フリーディスカッション（過去の経験や日ごろから感じているささいな疑問など）
Ｑ１：救急車が帯広の病院に行っている場合には、どうしていますか？（施設スタッフ）

Ａ１：�勤務人員の兼ね合いもあり常時稼働できる体制ではありませんが、鹿追町には予備の救急車を備え
ています。万が一、救急要請が重複した場合には、職員を招集し救急出動できる体制を整えていま
すが、職員が自宅から駆け付けてから出動する時間などを見ても、５分程度のタイムロスがあるこ
とをご理解ください。（救急隊）

Ｑ２：119 番通報時には、消防は何を聞いているのですか？（施設スタッフ）

Ａ２：�まずは火災か救急の種別を聴取し、出動場所を確認したら出動隊は速やか
に出動します。その後に、意識状態、呼吸・心拍の有無など、詳しい状況
を聴取することはあります。常日ごろから住民の方に対しては、まずは落
ち着いて通報してください！とお願いしています。（救急隊）

● これからの課題
　今回のワークショップを機に、施設入居者の「安心と安全」を合い言葉に関係機関と連携を密にして、
今後も回数を重ねて救急体制をさらに強化していきます。

「救命講習」を受け付けています！
　鹿追消防署ではＡＥＤを使った心肺蘇生法や子ども向けの講習など、受講者の要望に合わせた「救命
講習」を、曜日・時間を問わず随時受け付けています。
　今まで受講の機会がなかった方、講習内容は特に難しいことはありません。
　救命のチャンスはいま、あなたが手を差し伸べることから始まります！

●救命講習に関するお問い合わせ
　鹿追消防署 救急係　電話 0156-66-2201

救急ワークショップの様子：もみじの里

救急ワークショップの様子：しゃくなげ荘
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10  

月

９  

月

17/ 土
18/ 日
20/ 火

21/ 水

24/ 土

25/ 日
28/ 水
30/ 金

１/ 土
２/ 日

３/ 月

４/ 火

８/ 土

11/ 火
16/ 日

□ツール・ド・北海道 2011
□第 11 回鹿追町水泳大会
□平成 23 年度各会計決算審査特別委員
会 □同（ナイター委員会）
□第 28 回鹿追町老人クラブ連合会ゲー
トボール大会 □議会全員協議会
□第 12 回全日本エンデュランス馬術大
会 2011、2011 秋季北海道エンデュラ
ンス馬術大会
□第 30 回鹿追町ふるさと産業まつり
□第２回農業委員会総会
□町民地域安全大会

□鹿追中学校第 64 回文化祭
□鹿追高等学校吹奏楽部第７回定期演
奏会
□千葉德次郎陸上自衛隊北部方面総監
防衛講話
□幼年消防ちびっ子防火教室 □馬の絵
作品展  〜 10 日
□第 15 回鹿追そばまつり 〜 9 日 □馬
の絵作品展表彰式
□第４回議会報告会
□第 16 回鹿追町ライディングパーク乗
馬競技発表会

　10月16日、「第16回鹿追町ライディングパー
ク乗馬競技発表会」（町主催）が同パークで開催
されました。
　日ごろの乗馬練習の成果を発表する場として実
施。うりまくライディングチーム、鹿追乗馬クラ
ブなどから小学3年生から大人までの計34人が
参加しました。各種目の規定演技で騎乗姿勢や乗
馬技術を披露し、それぞれ審査を受けました。ま
た、音楽に合わせて複数の人馬が演技する「カド
リール」や、参加者による「麦わらロール転がし
競争」も実施され、参加者が交流しました。

馬術を駆使し 規定演技に挑戦
ライディングパーク乗馬競技発表会top

ics

　10月8日・9日、「第15回鹿追そばまつり」（実
行委員会、十勝毎日新聞社共催）が道の駅しかお
い特設会場で開催されました。
　両日とも晴れのすがすがしい天気の下、管内外
から大勢の家族連れらが来場。会場では、そばの
早食い大会やビンゴゲーム大会、自衛隊音楽隊演
奏などが行われ、会場を盛り上げました。来場者
は天ぷらなどをトッピングしながら各店のそばを
思い思いに食べ比べ。香り高い打ちたての新そば
を堪能していました。 

管内外から大勢が来場し 新そば堪能
第15回鹿追そばまつりtop

ics

　９月24日、「全日本エンデュランス馬術大会
2011」（日本馬術連盟主催）が町ライディングパー
クを発着とするコースで行われました。
　エンデュランス競技は、馬体に負担を掛けずに
長距離を走る競技。鹿追町は同競技の国内発祥の
地で、全日本大会が行われるのは11回目となり
ます。最長の120キロが午前1時にスタートし、
併せて開催された「2011秋季北海道エンデュラ
ンス馬術大会」と合わせて、人馬53組が鹿追の
林野を駆けめぐりました。 

人馬53組が林野を駆けめぐる
全日本エンデュランス馬術大会top

ics

　10月３日、陸上自衛隊北部方面総監の千葉德
次郎陸将による「防衛講話」が町民ホールで開催
されました。
　鹿追駐屯地警備地区５町と鹿追地区自衛隊協力
会連合会の主催。満席のミュージカルホールでは、
千葉総監が「不易流行」の演題で、冷戦時代や自
衛隊の海外派遣など、入隊時から今までの自衛隊
を取り巻く変化を説明。「変わらないことは、国
民を守るのが自衛隊の使命であること」と語り、
警備地区５町の支援に感謝を述べました。

「国民を守るのが自衛隊の使命」
陸上自衛隊北部方面総監 防衛講話top

ics

　9月25日、「第30回鹿追町ふるさと産業まつり」
（実行委員会主催）が道の駅しかおい特設会場で
開催されました。
　地元の農畜産物を味わってもらおうと町内の団
体や商店が出店。鹿追産牛肉や新鮮野菜の販売で
は、行列ができるほどの盛り上がり。また、鹿追
幼稚園の鼓隊や鹿追高校吹奏楽部による演奏、豪
華景品が当たるビンゴゲーム大会やキャラクター
ショーのイベントも行われ、多くの来場者でにぎ
わいました。

農畜産物販売に多くの行列
第30回ふるさと産業まつりtop

ics

　９月30日、「町民地域安全大会」（町、町安全
で住みよいまちづくり推進協議会主催）が下鹿追
クックガルデン前大型駐車場で行われました。
　町内の治安維持、安全で安心な町づくりを目指
すために実施。町内の事業所や関係団体37カ所
から約200人が参加しました。参加者は「地域安
全・交通安全」推進宣言を発表した後、啓発旗を
持って歩道に参列。道行くドライバーに地域安全
と安全運転をアピールしました。

地域安全と交通安全をアピール
町民地域安全大会top

ics
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正 保　末 司 さん  （瓜幕）

瓜幕地区歩こう走ろう会 代表

健康な体は親から頂いた財産。
これからも運動は続けていきたい。

− 67−

　

地
域
住
民
の
健
康
維
持
と
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
を
目
的
に
、
１
９
７
６
年
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
瓜
幕
地
区
歩
こ
う

走
ろ
う
会
」。

　

毎
年
５
月
上
旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
、

日
曜
日
と
雨
天
を
除
く
毎
朝
、
ラ
ジ
オ
体

操
と
個
人
の
ペ
ー
ス
に
合
っ
た
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
う
。

　

第
35
回
目
の
本
年
度
は
、
５
月
９
日
か

ら
10
月
10
日
ま
で
の
１
１
５
日
間
、
30
人

の
参
加
で
活
動
を
終
え
た
。

　

正
保
さ
ん
は
、
同
会
発
足
と
同
時
に
会

長
に
。
２
年
前
か
ら
は
公
民
館
活
動
の
一

環
と
な
っ
た
が
、
現
在
も
代
表
と
し
て
活

動
を
導
い
て
い
る
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
こ
こ
ま
で

続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
保
育
所
の
幼
児

か
ら
80
歳
に
な
る
高
齢
者
、
山
村
留
学
で

瓜
幕
に
や
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
な
ど
、

多
く
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　

し
か
し
近
年
は
、
少
子
化
の
影
響
で
参

加
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

会
の
活
動
は
、
正
保
さ
ん
の
生
活
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
朝
５
時
に
は
起
き
て
、
６
時
ご
ろ
に
は

会
場
へ
。
ラ
ジ
カ
セ
を
準
備
し
た
り
し
て

い
る
と
、
皆
さ
ん
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
」

　

正
保
さ
ん
は
同
会
を
き
っ
か
け
に
、
マ

ラ
ソ
ン
を
始
め
た
。
十
勝
管
内
は
も
ち
ろ

ん
、
洞
爺
湖
や
旭
川
、
札
幌
と
道
内
各
地

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
場
。
完
走
を
目
標

に
走
り
続
け
た
。
ま
た
、
地
域
で
チ
ー
ム

を
作
っ
て
駅
伝
大
会
に
も
参
加
し
た
。

　

正
保
さ
ん
と
同
様
に
、
こ
の
会
を
き
っ

か
け
に
マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
に
取
り
組
み
だ

し
た
子
ど
も
た
ち
も
多
い
。
正
保
さ
ん
の

活
動
は
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出
す

後
押
し
と
な
っ
て
き
た
。

　

現
在
は
大
会
に
は
出
場
し
て
い
な
い
が
、

毎
日
の
運
動
は
欠
か
さ
な
い
。
朝
6
時
半

か
ら
の
「
歩
こ
う
走
ろ
う
会
」、
日
中
は
地

域
の
仲
間
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
、
夕
方
は
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
と
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り
。
冬

は
歩
く
ス
キ
ー
で
体
を
動
か
す
。

　
「
１
日
１
万
歩
く
ら
い
は
歩
き
ま
す
。
そ

の
く
ら
い
動
か
な
い
と
気
が
済
ま
な
く
て
」

　

運
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
防
犯
活
動
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た

り
と
、
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
す
。

　
「
健
康
な
体
は
親
か
ら
頂
い
た
財
産
。
健

康
維
持
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
運
動
は
続

け
て
い
き
た
い
。
歩
く
の
は
、
１
人
で
も

２
人
で
も
で
き
ま
す
か
ら
。
会
は
第
40
回

ま
で
開
催
す
る
こ
と
が
今
の
目
標
で
す
」

　

正
保
さ
ん
、
そ
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
胸
に
、

歩
き
走
り
続
け
る
。
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気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

 

気
を
つ
け
て
！ 
悪
質
商
法

　
　
　
　
　
　
　

11
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

11
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

●
相
談
日　

11
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

 

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

  　
「
必
ず
も
う
か
る
」「
値
上
が
り
確
実
」「
高

配
当
」
な
ど
と
甘
い
言
葉
で
利
益
ば
か
り

強
調
し
、
未
公
開
株
や
社
債
、
フ
ァ
ン
ド
、

外
国
通
貨
（
イ
ラ
ク
デ
ィ
ナ
ー
ル
、
ス
ー
ダ
ン
ポ
ン
ド
な
ど
）
の

金
融
商
品
の
購
入
を
勧
誘
し
て
き
ま
す
。
銀
行
預
金
の
金
利
が
低

い
近
年
の
消
費
者
心
理
に
つ
け
込
ん
だ
商
法
で
す
。

　

そ
も
そ
も
元
本
が
保
証
さ
れ
、
な
お
か
つ
大
き
な
利
益
が
出
る

よ
う
な
利
殖
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
こ
こ
に
注
意
】

�　

・�「
あ
な
た
だ
け
特
別
」
と
言
わ
れ
て
も
信
用
せ
ず
、「
簡
単
・
必

ず
も
う
か
る
」
話
は
き
っ
ぱ
り
断
る
。

　

・�

出
資
の
話
で
「
絶
対
も
う
か
る
」「
元
本
保
証
」
な
ど
の
言
葉

を
使
う
の
は
違
法
！  

詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

　

・�

株
や
投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商
品
は
、
十
分
な
知
識
が
な
け
れ

ば
手
を
出
さ
な
い
。

　
　
　
　
　

  

に 

ご
注
意 

を

　
　
利
殖
商
法

悪
質
商
法

  

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
町
づ
く
り

  

　
　
10
月
10
日
朝
７
時
、
降こ

う
そ
う霜

の
中
、
ほ
う
き
や
ス

コ
ッ
プ
を
手
に
し
た
面
々
が
集
ま
っ
て
来
た
。

　
十
字
街
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
フ
ラ
ワ
ー
ス
ト

リ
ー
ト
花
壇
の
後
片
付
け
を
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
郵
便
局
舎
の
塀
に
飾
ら
れ
た
「
フ
ラ
ワ
ー

ウ
ォ
ー
ル
」、
７
０
０
個
の
カ
ッ
プ
に
『
花
の
町
』

と
色
と
り
ど
り
の
花
々
で
絵
文
字
が
描
か
れ
て
い

ま
し
た
。
太
陽
に
向
か
っ
て
今
が
盛
り
と
咲
き
誇

り
、
多
く
の
人
々
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
た

ウ
ォ
ー
ル
。
今
は
そ
の
役
割
を
終
え
、
土
に
か
え

り
、
新
し
い
役
割
を
果
た
そ
う
と
用
意
さ
れ
た
袋

の
中
に
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
誰
か
が
こ
ん
な
言
葉
を
発
し
ま
し
た
。「
大
切

な
の
は
花
の
命
を
見
つ
め
る
こ
と
。“
つ
ぼ
み
”“
花

の
盛
り
”
そ
し
て
“
散
っ
た
花
”「
命
」
は
ど
の

瞬
間
も
同
じ
よ
う
に
尊
く
、
か
け
が
い
の
な
い
も

の
だ
」
と
。

　
鹿
追
町
は
「
花
と
芝
生
の
町
づ
く
り
」
を
推
進

し
て
11
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
11

年
間
を
振
り
返
っ
て
見
て
み
る
と
、
苦
労
も
多

か
っ
た
が
、
町
民
皆
で
頑
張
り
「
花
な
ら
し
か
お

い
」
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
育
っ
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
今
日
で
は
、
初

期
の
頃
と
は
違
っ
た
「
花
文
化
」
が
育
ち
、
花
づ

く
り
が
生
活
の
一
部
と
し
て
定
着
し
て
き
た
こ
と

を
物
語
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
今
世
は
、
地
方
分
権
の
も
と
、
分
散
型
社
会
が

形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
、
各
自
治
体
が

先
を
競
っ
て
個
性
あ
る
町
づ
く
り
を
追
求
し
、
21

世
紀
に
残
れ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
鹿
追
町
も
、
強
い
農
業
を
核
に
据
え
た
環
境
重

視
の
町
づ
く
り
は
も
ち
ろ
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創

出
や
小
中
高
一
貫
教
育
、
観
光
な
ど
特
色
の
あ
る

町
づ
く
り
に
邁ま
い
し
ん進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
た
し
か
な
経
済
基
盤

に
支
え
ら
れ
た
、
豊
か
で
住
み
よ
い
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。
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長
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チェックが１～３個
むし歯、歯周病、口臭
の心配が。生活習慣の見直しを。

　11月８日は「いい歯の日」であり、「歯・口腔健康づくり8020推進週間」です。これは、80歳で歯
を20本以上保ち続けることを目的とした取り組みのことです。
　先日「高齢者歯のコンクール」があり、わが町でも多くの方が表彰されました。その方々は、毎日、歯
の手入れを心掛けておられました。また、趣味や仕事を楽しんでおり、体も健康であるということを身
をもって伝えていただきました。
　さて、皆さんは知っていますか？  30歳代以上の人が歯を失う最大の原因は歯周病です。成人の８割
以上がかかっているといわれています。

　では、どのような要因で歯周病になりやすいのでしょうか。
　まずは、 　① 悪い生活習慣　② 健康状態の悪化　です。

　特に、喫煙は歯周病を悪化させます。また、糖尿病などの生活習慣病があ
ると細菌に対する免疫力が落ち歯周病を進行させます。

★ あなたの生活習慣をチェックしてみましょう！
	

	

③ 歯周病菌の感染　も要因のひとつです

　歯周病菌は、歯
し こ う

垢の中に住み着きます。
　そのため、毎日の歯みがきで歯垢を取ることが予防になります。
　歯みがきをしない日本人はいないのに、歯周病が減らないのは、
歯みがきの方法に問題があるからです。

　この機会に歯科医院を受診し、歯周病や歯垢のチェック、歯みがき指導を
受けてみてはどうでしょうか。
　町では、７月から平成24年の３月まで助成を行って「成人歯科検診」（20
歳以上の町民が対象）を実施しています。希望される方はトリムセンター（☎
66-1311）へ連絡ください。

チェックが４個以上
全身、歯や口の健康に
とって良い生活習慣と
は言えないようです。

知っていますか？
11 月８日は「いい歯の日」です

健康へのメッセージ

☆お知らせ☆   母子手帳発行の際には 事前に電話予約をお願いします
　トリムセンターでは随時母子手帳の発行を行っていますが、保健師が不在になったり、
健診などですぐに対応できず、お待ちいただく場合があります。
　事前に、トリムセンター（☎66-1311）までお電話ください。

 巡回健康バス一般開放日は 11月10日（木）です

　巡回健康バス一般開放日は11月10日（木）午前10時から午後４時までです。
脳のトレーニングや体脂肪を測るなどの機器がありますので、ご利用希望の方
はトリムセンター事務所に声を掛けてください。

 ～ 秋の味覚・地元の食材でスイーツを… ～
 産業まつりに「小倉そばケーキ」無料提供！

　鹿追町食生活改善推進協議会（通称：食改）は、今年も「ふ
るさと産業まつり」会場で手作りのお菓子を提供し、大好評で
した。
　今回提供したのは、鹿追産大納言小豆と鹿追産そば粉をたっ
ぷりと使用した「小倉そばケーキ」。鹿追産の食材を使い、産業

まつりで食べていただくおいしいお菓子を提供できないか…、と数カ月前
から検討を重ね、完成したものです。
　会場ではたくさんのお客さまが足を止め、「とてもおいしい」「小豆の味
が濃い」「そばの風味がいい」「販売したらいいのに」などのうれしい言葉
をいただきました。

作り方
① �パウンド型に合わせてオーブンシート

を敷いておく。
② �Ａを合わせ、ふるっておく。
③ �ＢとＣはそれぞれ合わせて湯煎で温め

ておく。
④ �ボウルに全卵、砂糖を入れてハンドミ

キサーで最初は高速でしっかり、後半
は低速で泡を細かくするように泡立て
る。Ｂを加え、さらに泡立てる。

⑤ �Ａを加え混ぜ、途中つぶあんを加えさ
らに混ぜる。最後にCを加え混ぜ、型
に流して焼く。（170℃ 20分～）

⑥ �ビニール袋に入れてしっとりとさせ、
冷めてから切り分ける。

小倉そばケーキ

材 料（パウンド型１個分）

　　薄力粉　　　　　　　40g（1/3カップ）
Ａ　そば粉　　　　　　　40g
　　ベーキングパウダー　 ２g（小さじ1/2）

全卵　　　　　　　　　　２個

砂糖　　　　　　　　　　60g（1/2カップ）

Ｂ
　はちみつ　　　　　　10g

　　お湯　　　　　　　  25cc

Ｃ
　バター　　　　　　　15g　　　　　　　

　　サラダ油　　　　　　30g（大さじ2.5）

つぶあん（やわらかめ）　200g

◇ 不規則な生活だと思う
◇ 間食が多い
◇ ストレスを日常的に感じている
◇ 糖尿病である（あるいは）高血圧である
◇ たばこを吸っている　　　　
◇ 深酒が多い
◇ 口の中を観察する習慣がない
◇ 忙しいので歯はさっさとみがく
◇ フッ素入りの歯みがき剤を使っていない

チェックが０個
健康度が高い状態です。このま
ま維持しましょう。

危険

要注意
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国民年金
インフォメーション

Information

町民課 戸籍年金窓口係

国民年金保険料は、社会保険料控除の
対象になります。
～「社会保険料控除証明書」は
　　　　　　　年末調整・確定申告まで大切に保管を～

■ 控除証明書が届かないときは …
　平成23年中に国民年金保険料を納付しているのに控除証明書が届かない方は、

　帯広年金事務所（☎0155-65-5001）まで、お問合せください。

● 「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の送付時期

　□ 11 月 上 旬 に 送 付 さ れ る 方　⇒　�平成 23 年１月１日から９月 30 日までの間に国民年金
保険料を納付した方。

　□ 翌年２月上旬に送付される方　⇒　�平成 23 年 10 月１日から平成 23 年 12 月 31 日までの間
に今年初めて国民年金保険料を納付した方。

● 家族の分も納付した方は …

　ご家族の国民年金保険料を納付した場合は、その納付額の全額が納付

した方の所得税などの社会保険料控除の対象となりますので、このよう

な場合は、年末調整などの手続きの際にご家族あてに送られた「社会保

険料（国民年金保険料）控除証明書」も添付の上、ご自身の社会保険料

の額と合算して申告してください。

● これから納付した保険料はどうなるの？

　社会保険料控除の対象は、今年中に支払った保険料のため、「社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」に記載されている月分以外でも、平成23年12月31日までの間に支払った保険料は平成23年分

として申告できます。ただし申告の際には後から納付した分の「領収書」の添付が必要です。

　また、過去に滞納や免除期間がある方も、平成23年12月31日までに保険料を支払えば所得控除を

受けることが可能です。

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・住民税の社会保険料控除の対象となります。申告できる
金額は、その年の１月１日から 12 月 31 日までに納付した保険料の金額です。

　この社会保険料控除を受けるためには、納めたことを証明する書類の添付が義務付けられています。

　このため、平成 23 年中に国民年金保険料を納付した方については、生命保険会社などが発行する控除

証明書と同様に、納付した国民年金保険料の額を証明する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」（ハ

ガキ）が、日本年金機構から 11 月初旬または翌年２月初旬に送付されます。年末調整や確定申告をされ

るときまで大切に保管してください。

通 

信

お気軽にご相談ください

鹿追町トリムセンター内

地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

☎ 66-1311   � 66-1818

高齢者の方が元気でいられるためのお手伝いをします

通 

信

�　家族と相談して、在宅サービスを受
けるために介護保険の申請をすること
にしました。申請はどのようにしたら
よいのでしょうか？

　申請は、住所のある市区町村に「要
介護認定」を申請します。申請は65歳
以上の方と、特定の疾病※のある40歳
以上、64歳未満の方になります。

　
　鹿追町であれば、トリムセンターに
行けばよいのですね。�

　はい。申請の際には、印鑑が必要と
なります。40歳から64歳の方の場合
は「健康保険被保険者証」を持参して
ください。

   申請後は何をしたらいいですか？
　

　調査員が本人のところへ訪問しま
す。調査時には、ご家族に同席を依
頼することが多いですね。
　一般的には調査員がご自宅へ伺う
ことになりますが、入院中の場合は
病院にお伺いし、ご本人の心身の状
況や日常生活の中でどの程度介護が
必要になっているかを確認します。

　　
　分かりました。では調査の際には
同席したいと思います。調査が終了
したら、どの程度で結果が出るので
しょうか？

　認定結果が出るまでには、１カ月
程度の期間がかかるので、状態が安
定しているのであれば、早めに申請
することをお勧めします。
　
　そうですね。早めに申請して、調
査してもらおうと思います。
　

〜 次号へつづく 〜

鹿子さん

かいご先生

〜 前回までのあらすじ 〜　
　鹿子さんは、かいご先生から介護保険サービスの説明を受けたことで退院後の生活
に対する不安が解消され、これから介護保険の申請について説明を受けるようです。

知っておこう！介護のこと ⑥
〜 要介護認定を受けるために 〜

かいご先生

※ 特定の疾病とは
・�がん（医師が一般に認められている医学的知見に基づき、回復に見込みがない状態に至ったと判断し

たものに限られる）

・関節リウマチ　・筋萎縮性側索硬化症　・後縦靱
じんたい

帯骨化症　・骨折を伴う骨粗しょう症
・初老期における認知症　・進行性核上性麻

ま ひ
痺　・大脳皮質基底核変性症およびパーキンソン病

・脊髄小脳変性症　・脊柱管狭窄症　・早老症　・多系統萎縮症　・脳血管疾患　・糖尿病性神経障害
・糖尿病性腎症および糖尿病性網膜症　・閉

へいそく
塞性動脈硬化症　・慢性閉塞性肺疾患

・両側の膝関節または股関節に著しい変形を伴う変形性関節症
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情報ＢＯＸ情報ＢＯＸ

　鹿追町では人材育成のための研修事業を行っ
ています。研修に意欲のある方はぜひご利用く
ださい。
■期　間　平成23年12月から同24年３月ま
でに実施される研修
■助　成　１研修につき総費用の50％以内の
助成。最高限度額は１個人15万円以内（１団
体20万円）。なお、予算の範囲内にさせていた
だきます。
■資　格　高校生以上40歳以下の町内在住２
年以上の方で、積極的に町内活動を行っている
町民。ただし、職場研修は除きます。
■内　容　研修先は国内外を問いません。
■申込み　11月15日（火）までに、所定の様
式に必要事項を記入して提出してください。用
紙はピュアモルトクラブハウスにあります。
■問合せ　ピュアモルトクラブハウスまで。　
☎69-7122  Fax 69-7126  Eメール puremalt@
town.shikaoi.lg.jp

教育委員会 社会教育課 社会教育係（☎ 69-7122）

鹿追町青少年人材育成研修者の募集

募　　集

「はじめましての日」のお知らせ

　一度も子育て支援センターを利用したことが

ない未就学の親子が対象です。毎月計画してい

ますので、気楽にご利用ください。

■対　象　町内在住で一度もセンターを利用し
たことがない未就学児と保護者

■日　時　11月30日（水）午後１時30分〜５時
■場　所　子育て支援センター（東町２丁目５ 
☎66-2239）

■申込み　必要ありません。　　
■その他　この日は一般開放はしておりません
ので、ご了承ください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

お知らせ

　町内の保育園（所）に訪問し、集団生活を経

験しているお友達と楽しいひとときを過ごしま

せんか。

■対　象　町内在住の未就学児と保護者
■日　時　11月16日（水）午前10時〜 11時
30分

■場　所　瓜幕保育所（瓜幕東３丁目 ☎67- 
2363）

■内　容　発表会の練習見学、歌・遊戯で交流
■持ち物　親子の上履き、飲み物
■申込み　必要ありません。当日、瓜幕保育所
にお越しください。

子育て支援センター（☎･ � 66-2239）

「保育園開放日」のお知らせ

お知らせ

「平成 24 年成人式」のご案内
対象者に案内状を発送します

　全国一斉「女性の人権ホットライン」
　強化週間のお知らせ

　平成24年の成人式を１月８日（日）に開催
します。これまでは広報紙面に成人者名簿を掲
載し、対象者を確認していましたが、個人情報
保護法の施行により紙面上では確認することが
できなくなりました。これに伴い、以下の方々
を対象として名簿を作成し、11月２日に式典
の案内状を発送いたします。
　案内状は、世帯主の方々へ発送します。11
月15日を過ぎても案内状がお手元に届かない
方は、12月17日までに教育委員会へお申し出
ください。
■対　象　平成３年４月２日～同４年４月１日
生まれの方で、
　① 住民票が本町にある方
　② �現在は、住民票が本町に無いが、過去に

あり現在も親が本町に住民票がある方
　③ �①・②以外の人で、鹿追町の小中高等学

校に就学したことがある方
　④ 以前、鹿追町に住民票があった方
■案内状　上記 ①・②の方は、案内状が発送
されますが、③・④の方は、案内状が発送され
ませんので、成人式式典に参加される方は、12
月16日までにお申し出ください。
■問合せ　ピュアモルトクラブハウスまで。　
☎69-7122  Fax 69-7126  Ｅメール puremalt@
town.shikaoi.lg.jp

◎ �夫・パートナーから暴力（ドメスティック・
バイオレンス）を受けていませんか？

◎ �セクシュアル・ハラスメントで困っていませ
んか？

◎ �ストーカー行為に悩んでいませんか？
◎ �その他、親子関係・離婚問題などでお悩みで

はありませんか？

　一人で悩まないで気軽に電話してください。
　「女性の人権ホットライン」
　☎０５７０―０７０―８１０〔全国共通〕　	
　※ 相談は女性の方に限らせていただきます。
　※ 秘密は堅く守られます。

■実施日時
  (1) 期間
　　�平成23年11月14日（月）〜 20日（日）
  (2) 時間
　　・11 月 14 日（月）〜 18 日（金）
　　　　午前８時30分〜午後７時
　　・11 月 19 日（土）および 20 日（日）
　　　　午前10時〜午後５時
■相談担当者
　釧路人権擁護委員男女共同参画社会推進委員
　※ �主に釧路人権擁護委員連合会所属の女性

の「釧路人権擁護委員男女共同参画社会
推進委員」が対応しますが、女性の人権
問題に適切に対応できる男性の人権擁護
委員および釧路地方法務局人権擁護課の
職員が対応する場合もあります。

■実施機関
　釧路地方法務局、釧路人権擁護委員連合会	
　※�なお、不明な点がありましたら、下記まで
お問い合わせください。

　釧路地方法務局人権擁護課
　釧路市幸町１０丁目３番地
　☎0154-31-5014（人権擁護課）担当：伊藤

教育委員会 社会教育課 社会教育係（☎ 69-7122） 釧路地方法務局 人権擁護課（☎ 0154-31-5014）

お知らせ お知らせ

　町では、産業担い手対策として、農村と都市
の人的交流を促進し、産業に深い理解と意欲を
持って研修しようとする方の受け入れの支援を
しています。受け入れを希望される事業所を募
集しています。
■募集期限　平成23年11月30日まで
■問 合 せ　ピュアモルトクラブハウス内、農
業振興課 産業後継者担当（☎69-7122）まで。

   平成 24 年度 産業研修生受け入れ事業主
   の募集について

農業振興課 産業後継者担当（☎ 69-7122）

募　　集

　陸上自衛隊高等工科学校生徒を次のとおり募
集します。
■陸上自衛隊 高等工科学校 生徒
　・募集資格　�平成24年４月１日現在、15歳

以上17歳未満の者
　・受付期間　�平成23年11月１日〜同24年

１月６日
　・試 験 日　平成24年１月14日
　・入隊時期　平成24年４月上旬予定
■問合せ　自衛隊帯広地方協力本部　帯広募集
案内所（帯広市西５条南14丁目 ＮＣサウスビ
ル　☎・�0155-23-8718）まで。
　・自衛隊帯広地方協力本部ホームページ
　　　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
　・E メール　bz583852@bz01.plala.or.jp

企画財政課 広報広聴係（☎ 66-4032）

　　    陸上自衛隊 高等工科学校 生徒
　　    を募集します

募　　集
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　秋になり家庭では花壇やプランター、家庭菜園の後片付けが進ん
でいることと思いますが、これら「花がら・家庭菜園残さ」の受け
入れに加え、今まで埋立ごみとして処分していた「庭木・剪

せんてい

定枝の
無料受け入れ」を10月から開始しています。
　収集した枝木は細かく裁断されチップとし、剪定枝など細く小さ
いものは堆肥化して再利用いたします。これにより埋立ごみの削減、
最終処分場の長期使用化にもつながりますので、皆さまのご協力を
お願いします。
　11月末（降雪時）までの受け入れとなります。ルールを守って排
出しましょう。

●受入場所　家畜共進会場（元町4丁目：ひまわりセンター東側）
※詳しくは、広報折り込みチラシをご覧ください。

「枝木のリサイクル」を始めます

町民課 住民生活係
☎ 66-4031

Vol. 47

●担当者からひとこと　　危険です！キャップ付ペットボトル　
　キャップを閉めたままペットボトルを排出することは、処理する際に圧縮されたペッ
トボトルが破裂してしまい大変危険です。
　作業員のケガや機械トラブルの原因となりますので、必ずキャップをはずして排出し
てください。よろしくお願いいたします。

 

福
祉
課 

国
保
介
護
係
（
ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
（
66
）１
３
１
１ 

 
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ

　
保
険
料
の
お
支
払
い
方
法
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
知
書
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
特
に
普
通
徴
収
に
該
当
さ
れ
る
方
で
、
納
付
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
納
入
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
の
６
月
ま
で
に
75
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
７
月
に
、
７
月
以
降
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
方
に
つ
い
て
は
誕
生
月
の
翌
月
に
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　　　　　　からのお支払いとなります。

該当する方は緑色文字の三つ折の通知書を送付しています。

● お手続きの必要はありません。
● �なお、次の方は特別徴収に該当せず、普通徴収となります。
　１.  受給している年金額が、年額 18 万円未満の方
　２.  介護保険料との合計額が年金支給額の半分を超える方

　　　　　　による金融機関でのお支払いとなります。 

該当する方は 鶯
うぐいす

色文字の冊子型の通知書を送付しています。

● �後期高齢者医療制度に加入してから半年間から１年間は、
普通徴収となります。

【口座振替について】
● �国民健康保険を口座振替していた方についても、改めて

手続きが必要となりますのでご注意ください。

特 別 徴 収 

年　　金

納付書・
口座振替

普 通 徴 収 

11 月 のカレンダー
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）
■移動図書館車巡回（瓜幕小学校10:20､ 鹿追中
学校13:10）■おはなしキャラバン（瓜幕小学校
12:45）
■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園すみれ組･たん
ぽぽ組9:55､ 鹿追小学校4~6年10:25､ 笹川小学
校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地15:10､ 瓜
幕支所15:30）■ 2010 年の会（トリムセンター
19:00）
■上幌内小学校 ･ 保育所合同学芸会（上幌内小学
校9:00）■通明小学校 ･ 保育所合同学芸会（通明
小学校10:00）■食生活改善推進協議会例会（ト
リムセンター 13:30）
■鹿追幼稚園発表会（鹿追幼稚園9:00）
■精神ボランティア講座 ①（トリムセンター
13:00）
■おはなしキャラバン（鹿追小学校13:40）
■親子ワークショップ（町民ホール10:00）
■未就園児親子登園（鹿追幼稚園9:30）■シルバー
体操教室（トリムセンター 10:00）■移動図書館
車巡回（通明小学校10:10､ 通明保育所10:35､ 鹿
追保育園11:30､もみじの里15:00）■おはなしキャ
ラバン（通明小学校10:40､ 上幌内小学校15:15）
■白寿大学（町民ホール10:00）■あそびサーク
ル（子育て支援センター 10:00）
■アートキッズクラブ（町民ホール10:00）
■瓜幕保育所発表会（ウリマックホール9:30）
■笹川保育所開放子育て支援 “ 森のともだち ”（笹
川保育所10:00）■精神ボランティア講座 ②（ト
リムセンター 13:00）

■こどもすこやか相談（トリムセンター 10:00）
■はじめましての日（子育て支援センター 13:30）

■瓜幕保育所開放子育て支援 “ 森のともだち ”（瓜
幕保育所10:00）
■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら組9:55､ 鹿
追小学校1~3年10:25､ 笹川保育所10:55､ 上幌内
保育所12:15､ 上幌内小学校12:50）■町民文化祭
作品展示（町民ホール）~6日
■ 平 成 23 年 度 文 化 祭 記 念 式 典（町民ホール
10:00）
■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園すみれ組･たん
ぽぽ組9:55､ 鹿追小学校4~6年10:25､ 笹川小学
校13:20､ 瓜幕中学校14:45､ 瓜幕団地15:10､ 瓜
幕支所15:30）
■瓜幕小学校学習発表会（瓜幕小学校9:30）■瓜
幕駅舎記念広場オープニング式（瓜幕駅舎記念広
場9:30）■ギャラリートーク（神田日勝記念美術
館14:00）
■町民文化祭芸能発表（町民ホール14:00）

■おひざだいすき !!（６カ月児対象）（トリムセ
ンター 9:30）■ 6･12 カ月児健診（トリムセンター
9:30）
■あそびサークル（トリムセンター 10:00）■移
動図書館車巡回（通明小学校10:10､ 通明保育所
10:35､ 鹿追保育園11:30､ もみじの里15:00）
■シルバー体操教室（トリムセンター 10:00）
■ 18 カ月 ･3 歳児健診（トリムセンター 9:30）
■白寿大学（町民ホール10:00）
■笹川小学校学習発表会 ･ 笹川地区文化展（笹川
小学校9:00）■読書フェスティバル IN しかおい
~11/15
■鹿追小学校学習発表会（鹿追小学校9:00）

■移動図書館車巡回（鹿追幼稚園ばら組9:55､ 鹿
追小学校1~3年10:25､ 笹川保育所10:55､ 上幌内
保育所12:15､ 上幌内小学校12:50､ 瓜幕保育所
15:30）■瓜幕保育所開放日（瓜幕保育所10:00）
■おはなしキャラバン（笹川小学校10:50）

17（木）

18（金）

19（土）

20（日）
21（月）

22（火）
23（水）
24（木）

25（金）

26（土）
27（日）
28（月）

29（火）
30（水）

１（火）

２（水）

３（木）

４（金）

５（土）

６（日）
７（月）
８（火）

９（水）

10（木）
11（金）

12（土）

13（日）
14（月）
15（火）
16（水）

役場庁舎（☎ 66-2311）
● 戸籍住民窓口時間延長 … 水曜日 19：00まで（予約制）

国保病院（☎ 66-2031）
● 小児科診療  …  水曜日 13：30 〜 16：00
● 夜 間 診 療  …  第1 〜 4木曜日 18：00 〜 21：00
● 脳神経内科診療 … 第２月曜日 14：00 〜 16：00
● 眼 科 診 療  …  第２・４木曜日 18：00 〜 21：00
● 循環器内科診療  …  第3土曜日 9：00 〜 12：00
● �救 急 診 療  …  毎日、いつでも対応します。事前にご連絡ください。
● BCG 予防接種  …  第２火曜日 15：00 〜 16：00
● 3 種混合予防接種  …  水曜日 13：30 〜 15：00
● MR（麻しん・風しん）混合予防接種  …  水曜日 13：30 〜 15：00
● 泌尿器内科診療  …  第１火曜日 13：30 〜 16：00

トリムセンター （☎ 66-1311）
● �トリムセンターでの健康相談  …  木曜日 8：30 〜 17：15（祝
日は休み）、上記以外は事前にご連絡ください。

● エアロビクス教室  …  木曜日 19：10
● ライトエアロビクス教室  …  火曜日 10：30
● �母子手帳・妊婦一般健康診査受診票発行  …  事前にご連絡く
ださい。

● 巡回型健康教室車両一般開放  …  第2木曜日 10：00 〜 16：00

図書館（☎ 69-7170）
● 開館時間延長  …  金曜日 19：00まで
● お は な し 会  …  第１・３水曜日 10：30
● おはなしどんどん  …  第2・4土曜日 10：00・14：00
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第
11
回
鹿
追
町
水
泳
大
会
が

 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

　

９
月
18
日
、「
第
11
回
鹿
追
町
水
泳
大
会
」

（
町
水
泳
協
会
主
催
）が
健
康
温
水
プ
ー
ル「
し

か
お
い
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
山
本
忠
和
会
長
に
よ
る
選
手

へ
の
激
励
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
鹿
追
ス

イ
ミ
ン
グ
チ
ー
ム
林
里
佳
子
、
石
川
諒
、
両

選
手
に
よ
る
選
手
宣
誓
の
後
、
競
技
を
開
始
。

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
58
人
の
参
加
者
が
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
い

ま
し
た
。

　

泳
ぎ
終
わ
っ
た
後
は
、
障
害
物
競
争
、
宝

探
し
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
大
会
中
は
少
し
緊
張
し
た
面

持
ち
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
宝
探
し
ゲ
ー

ム
や
お
も
ち
ゃ
く
じ
の
、
い
ろ
い
ろ
な
賞
品

を
手
に
し
て
、
満
面
の
笑
顔
で
大
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

 

11
月
か
ら
は
新
し
い
水
泳
・
水

 

中
運
動
教
室
を
開
催
し
ま
す 

●
幼
児
対
象
教
室

　
「
あ
ん
こ
う
」
は
、
年
中
か
ら
年
長
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
対
象
と
し
た
、
夜
間
幼
児
教
室

で
す
。
小
さ
い
子
ど
も
ほ
ど
、
水
を
怖
が
る

こ
と
な
く
早
く
水
に
慣
れ
や
す
い
た
め
、
水

が
苦
手
な
お
子
さ
ん
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
日
中
は
忙
し
く
、
教
室
に
参
加
さ
せ
た

く
て
も
で
き
な
い
方
な
ど
に
、
お
勧
め
ク
ラ

ス
で
す
。

●
成
人
対
象
教
室

　
「
１
ヶ
月
集
中
ス
イ
ム
」
は
、
ク
ロ
ー
ル
・

背
泳
ぎ
・
平
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各
泳
法
を
、

１
カ
月
に
１
種
目
、
種
目
を
絞
っ
て
練
習
を

行
う
こ
と
で
、
効
果
的
に
泳
ぎ
を
上
達
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
ク
ラ
ス
で
す
。

○
11
月
か
ら
営
業
時
間
が〝
冬
時
間
〟

　

に
変
更
に
な
り
ま
す

　

11
月
か
ら
、
営
業
時
間
が
午
後
２
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
の
営
業
と
な
り
ま
す
。
土
曜

日
は
、
午
後
２
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
延

長
営
業
と
な
り
ま
す
。
プ
ー
ル
ご
利
用
の
皆

さ
ま
は
、
ご
確
認
の
上
、
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
プ
ー
ル
内
の
水
温
・
室
温
や
ジ
ャ

グ
ジ
ー
、
採
暖
室
は
、
冬
で
も
快
適
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
暖
か
い
環
境
を
保
っ
て

い
ま
す
。
寒
い
日
で
も
安
心
し
て
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

■
教
室
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ 

　

今
回
開
催
す
る
成
人
・
子
供
教
室
は
、
11

月
か
ら
２
月
末
ま
で
の
、
４
カ
月
間
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

◇
町
内
成
人
申
し
込
み

　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら

◇
町
内
子
供
申
し
込
み

　

11
月
６
日
（
日
）
か
ら

◇
町
外
者
申
し
込
み
、
複
数
受
講
申
し
込
み

　

11
月
10
日
（
木
）
か
ら

○
成
人
教
室
開
始
日

　

11
月
１
日
（
火
）
か
ら

○
子
供
教
室
開
始
日

　

11
月
15
日
（
火
）
か
ら

■
プ
ー
ル
利
用
案
内 

　

午
後
２
時
～
午
後
８
時
ま
で

　
　
　
　
　
（
土
曜
日
は
午
後
９
時
ま
で
）

　

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

　
　
　
　
　
（
土
曜
・
日
曜
は
除
く
）

※�

祝
日
は
通
常
営
業
し
ま
す
が
、
教
室
は
全

て
休
講
に
な
り
ま
す
。

※�

平
成
23
年
12
月
30
日（
金
）か
ら 

同
24
年
１

月
６
日（
金
）ま
で
は
、
当
館
年
末
年
始
休

業
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
健
康
温
水
プ
ー

ル
「
し
か
お
い
」
へ
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

  

健
康
温
水
プ
ー
ル
「
し
か
お
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎ 

（
66
）
１
６
０
５

町
民
ひ
と
り 

１
ス
ポ
ー
ツ■ 11 月 12 日（土）〜 13 日（日）　鹿追町図書館内　（幼児・児童向け）

　開館時間中、色々な楽しい催しを行っています。気軽に遊びに来てください。
詳しくは館内に掲示する案内看板をご覧ください。

・絵本の読み聞かせ　・人形劇　・紙芝居　・絵巻シアター
・昔の遊びコーナー　・ペープサート　・和楽器を取り入れたおはなし会　ほか

協力：おはなしキャラバン協力員・ボランティアサークル「もみじ」・鹿追町郷土史研究会・彩の会

■ 11 月 14 日（月）　講演会　 絵本作家　宮西 達也 氏
　　　　　　　　　　　「ニャーゴのやさしさ、ティラノのおもいやり」

　○ 鹿追町民ホール 視聴覚室　午後３時から　（一般・児童向け）

■ 11 月 15 日（火）　おはなし会 & 映画会
　○ 鹿追町民ホール ミュージカルホール　午前９時 30 分から　（幼児向け）

　　おはなし会／絵本作家　宮西 達也 氏
　　映画鑑賞／「おまえうまそうだな」（89 分）

■と　き　平成23年11月12日（土）〜 15日（火）
■ところ　鹿追町図書館・鹿追町民ホール
■入場料　無料

読 書 フ ェ ス テ ィ バ ル
INしかおい

〜鹿追町図書館まつり〜

宮 西　達 也 氏（みやにし たつや）

1956年静岡県生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。人形美術、グラフィッ
クデザイナーを経て絵本作家になる。「きょうはなんてうんがいいんだろう」（鈴
木出版刊）で講談社出版文化賞絵本賞を受賞。「パパはウルトラセブン」（学研
刊）、「シニガミさん」（えほんの社）などで２年連続５度目となるけんぶち絵
本の里大賞を受賞。「おとうさんはウルトラマン」（学研刊）、「にゃーご」（鈴
木出版）などの作品がある。

読書フェスティバル IN しかおい実行委員会
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テーマ：英語をコミュニケーションの道具として、探求・発信型の学習指導の方法
　カナダで自分の町を紹介しようとする授業。まず、ダイアローグを生徒
同士で練習した上で、ＡＥＴのライアン先生と会話する。最後の生徒はラ
イアン先生のアドリブにもしっかり対応し、鹿追町を紹介することができ
た。授業の指示や説明も全て英語で行われ、生徒が積極的に活動していた。
鹿追高校のカナダ短期留学とそこから進路実現へ結びつける指導に、参加
者からは小中高一貫教育の有効性や高校生での海外経験の意義に賛同する
声があがった。

カナダ学分科会　第５

テーマ：小中の滑らかな持続と中学校におけるコミュニケーション能力の育成
　鹿追中学校では、カナダ学（中学校）の研究授業が行われました。瓜中
２年生は、スカイプ（インターネットテレビ電話）を用いて「英語で、自
分の好きなことをカナダの人に伝える」授業、鹿中１年生は、「英語で、会
話のキャッチボールを楽しむ」授業により、「英語を積極的に活用し、コミュ
ニケーション能力を高め合っていました。分科会では、小中高の滑らかな
接続をテーマとして、活発な意見交流がなされました。

カナダ学分科会　第３

テーマ：ＨＲＴ（ホームルームティーチャー）主導による英語活動の実際と指導方法の工夫
　研究大会で、鹿追小学校５年生が「将来の夢」について、一人一人が英
語で話す学習を行いました。自分の力に応じたグループ活動により、子ど
もたちがいきいきと表現する姿が見られました。
　また、鹿追小学校４年生は「人物紹介」を英語で行う学習を行いました。
瓜幕小学校１・２年生は「食べ物の味」を伝えあう学習、上幌内小学校は、
体育科で英語を用いてカナダの最新スポーツを行う学習に取り組みました。

カナダ学分科会　第１

テーマ：各学年における指導の在り方
　鹿小６年生は、鹿追町の新エネルギーについての学習をしてきました。
研究大会では、その学習のまとめとして、一人一人が未来の鹿追町の「町
長」となり、町づくりについて考え、町の電力をどうするかなど、グルー
プで活発に意見を出し合いました。これからの鹿追町を背負っていく子ど
もたちの頼もしい姿を見ることができました。また、鹿追小２年生は「木」
について、笹川小の５・６年生と通明小の５・６年生は然別湖の自然につ
いて学習をしました。

地球学分科会　第２

テーマ：小学校及び高等学校との教科連携　
　鹿追中学校では、地球学（中学校）の研究授業が行われました。瓜中３
年生は「バイオガスプラントのＰＲ」の相互交流・評価を行う授業、鹿中
３年生は、役場各課から外部講師を招き、５つのテーマで「鹿追町のまち
づくりを提案する」授業により、鹿追町の未来やまちづくりに積極的に関
わろうとするきっかけを得ることができました。分科会では、言語活動の
充実および環境学習の先駆的な取り組みへの高い評価を数多くいただきま
した。

地球学分科会　第４

テーマ：生徒の関心・意欲や地球科の取組を進めるために必要な思考力・判断力を高める授業の在り方
　鹿追高等学校では、実社会数学（生活の数学）の研究授業が行われまし
た。鹿高１年生は、お互いの誕生日をあてる活動により、二進法の仕組み
に気付きながら、思考力・表現力を高めるとともに、実生活・実社会で用
いられている二進法に大きな関心を示していました。分科会では、地球科
の更なる充実のために必要な論理的な思考力・判断力を実社会数学の授業
で、どのように高めるかについて、活発な意見交流がなされました。

実社会数学分科会　第６

小中高一貫教育
教育委員会 学校教育課  ☎66-2646学

生涯学習情報
び

小中高一貫教育研究大会を終えて　
～ふるさとに学び、世界に学び、未来を切り開く児童生徒の育成を目指して～

　　　　　　　　　　　鹿追町小中高一貫教育推進委員会　委員長・鹿追高等学校　校長　菅  原  　  浩
講演：  小 中 高 一 貫 教 育 の 発 展 と 充 実
　　　　　　　　　早稲田大学教育学部　教授・文部科学省中央教育審議会　委員　　安  彦  忠  彦　氏

　９月16日（金）に開催した「鹿追町小中高一貫教育研究大会」は、300人を超
える参加をいただき、成功裏に終了することができました。午前は鹿追小、鹿追中、
鹿追高校を会場とし、ふるさと鹿追の自然環境やエネルギーについて、また、数
学やカナダ学の授業を公開し、午後は町民ホールを会場に、鹿追高校の３年生が「地
球学」の発表を行い、鹿追町と姉妹都市ストーニープレイン町との環境・資源保
護意識の比較や今後の課題について英語でプレゼンテーションとディスカッショ
ンを行いました。全体会の冒頭には、元宇宙飛行士「山崎直子」さんからの、こ
の研究大会に対するビデオメッセージを上映。山崎さんは「宇宙からは美しい地
球を見ることができた『地球人』としての広い視野を育んでほしい」と鹿追町の
児童・生徒らの熱いエールを送ってくれました。この後、文部科学省中央審議会委員で早稲田大学教授「安
彦忠彦」先生より講演をいただき、これまでの鹿追町の一貫教育の方向性が間違いないことを再確認で
きた研究大会でした。これからも一貫教育の発展に努力してまいりますので、町民の方々のご理解をよ
ろしくお願いいたします。

　鹿追町が町ぐるみで取り組んできた小中高一貫教育は、大変貴重な実践です。
一貫教育は、学校の先生方だけではうまく進みません。保護者・地域が、一貫教
育の方向を決めることが必要です。鹿追はそれが成功につながっています。鹿追
には町を挙げて「子どもたちの教育に責任をもって関わろう」とする姿勢が表れ、
よりよい環境作りに努めています。本日の高校3年生（一貫教育一期目の子ども
たち）の発表を拝見し、改めて一貫教育のもっている意味の大きさと頼もしさを
実感しました。本日発表してくれた高校生は、今後の鹿追の子どもたちの良き学
習モデルです。鹿追では先生方が転勤することを前提に、教科書づくり等教材づ
くりに取り組んでいます。教材開発が下支えとなり、すばらしい実践を継続させ
ることができています。さらに、鹿追の地球学，カナダ学はユニークな教科だと言えます。このような
教科を設定している学校は他にはありません。まさに特色ある教育づくりが展開されています。これま
で鹿追が町全体でしっかりとした方針を持って一貫教育に取り組んできたこと、さらに先生方の日々の
努力に感謝し、高く評価します。（抜粋）
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町民課  戸籍年金窓口係

戸 籍 の 　 　 　 口

９ 月 分

結 いついつまでも
　　おしあわせに

該当なし

婚

出 こんにちは
　　よろしく

田中　颯
そうま

馬くん　　貴大　南瓜幕東班

上嶋　剛
ごうき

生くん　　浩二　いずみ野区

浅野　　翠
すい

くん　　光彦　瓜幕文京区

浅野　　季
とき

くん　　光彦　瓜幕文京区

太田　　壮
そう

くん　　広光　下鹿追２班

三枝ひかりちゃん　茂樹　新和区

北川　　煌
こう

くん　　洋志　若葉区

生

死 ごめいふくを
　　お祈りします

石村　いとさん　88歳　笹川北班

吹上　甚松さん　91歳　中鹿追東班

藤田　梅子さん　94歳　鹿追行政区

曽我部秀夫さん　78歳　中鹿追西班

渋川　寛一さん　99歳　笹川東班

浅野ヨシ子さん　94歳　新光２区

亡

窓

人  の  う  ご  き
　　　　　　　　　　  ９月末現在
　　　　　　　　　　  （対前月比）

　世　帯　　2,448戸  （− 8）
　人　口　　5,674人  （− 6）
　　男　　　2,793人  （± 0）
　　女　　　2,881人  （− 6）

お名前が旧字体などの場合、常用漢字で記載させて
いただく場合がありますのでご了承ください。

あなたの声をまちづくりに！
やまびこメールのアドレスが変わりました

　皆さんがまちづくりに対して、日ごろ感じていること（提
言・要望など）をお寄せください。
●郵　  便　�定期的に広報しかおいに折り込まれる用紙に

記入し、投函してください。
●Ｆ Ａ Ｘ　FAX番号 0156- 66-1020
●メ ー ル　（新）yamabiko@town.shikaoi.lg.jp
　　　　　  ※アドレス（ドメイン）が変わりました。

企画財政課 広報広聴係
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TOWN  OF  SHIKAOI
〒081-0292
北海道河東郡鹿追町東町1丁目15番地1

　 0156-66-2311
　 0156-66-1020
　 webmaster@town.shikaoi.hokkaido.jp（代表）
　 yamabiko@town.shikaoi.lg.jp （やまびこメール）
　 pr@town.shikaoi.lg.jp （広報）
　 http://www.town.shikaoi.hokkaido.jp/ 
　 http://town.shikaoi.hokkaido.jp/i/
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【i-mode】

鹿 追 町 役 場

保育園などの幼児が 防火や救急を体験 
10月４日　幼年消防ちびっ子防火教室

そば打ち見るのも “味”のうち
10月８日・９日　第15回鹿追そばまつり

声援を受け 商店街を風のように疾走
９月17日　ツール・ド・北海道 2011

馬を気遣いながら 草原を走る
９月24日　�全日本エンデュランス馬術大会2011　　　

2011秋季北海道エンデュランス馬術大会

親子のふれあい ボール転がし競走
９月28日　子育て支援センター運動会


